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留学生の日本国内における観光動向分析

一北海道大学を事例としてー

師耀軒・桟敷孝治・津内大輔・中谷朋昭・山本康貴

An Analysis of Domestic Travel Behaviors of Intemational Students 
in]apan: 

The Case of Hokkaido Univer百ity

Yaoxuan SHI， T:政組iroSAjI阻，DaisukeSAWAUCHI， Tomoaki NAKATANI and 
Yasutaka YAMAMOTO 
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1.課題

日本政府は， 2∞2年に，外国人旅行者の訪日を
促進する『グローパル観光戦略」を策定し， 12010 

年に訪日客1，000万人を」との目標を掲げたキャ

ンペーンの実施を表明した.2003年1月には，当

時の首相による施政方針演説の中で「わが国の文

化・観光の魅力を全世界に紹介し，訪日外国人旅

行者の増加とこれを通じた地域の活性化を図る」

旨の“観光立国への道"が表明された.

観光を主目的として訪日する外国人の増加を促

進していく意義は，経済平地域の活性化だけでは

なく，国際相互理解の促進などの面からも極めて

大きい(北海道庁 (5)) このため，いくつかの

機関(JNTO(8)，北海道庁 (4))は，外国人観

先客による日本圏内での観光動向についての基礎

データを得るために，外国人観光客(註1)に対

するアンケート調査を実施している.このような

基礎データは，政府による観光政策の立案や旅行

会社による7-ケティング戦略の構築などに有益

な情報を提供している

本論文の課題は，北海道大学(以下，北大と略)

在学中の留学生を対象者としたアンケート調査分

析を通巳，留学生の日本圏内における観光動向を
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明らかにすることである 留学生の日本国内にお

ける観光動向に着目する意義は，次に述べる三点

であるが，いずれも極めて大きいと考える.

一つめの意義は，留学生を「居住外国人jのー

集団として着目する視点である.日本に在留中あ

るいは帰国後の情報発信力を考えたときに，その

存在は極めて重要である.具体的には，第ーに，

日本に居住し，日本を良く知る外国人である留学

生から得られた情報を分析することで，日本人の

視点や一般の外国人観光客では気づきにくい観光

サーピスの改善点などを見つけやすいと思われる.

第三に，留学帰国後における日本観光の「宣伝役j

としての役割jも注目すべき点である.

二つめの意義は，留学生を「園内観光市場にお

ける顧客層」の一集団として着目する視点である.

国際的には，留学生を「園内観光市場における顧

客層jのー集団として分析した研究は，多数存在

している (H阻血dSw瑠 (6)，Ki血血dJo酔四t-

n阻 (7).防阻 (10)など).日本の大学・大学

院への外国人留学生の受け入れ拡大については，

2025年をめどに100万人を目指すとの政府方針も

検討されている.しかし，日本において，留学生

を「圏内観光市場における顧客層」のー集団とし
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}タは利用できなかったが，本アンケート結果か

ら，月収15万円未満である留学生の割合が全体の

55.9%である点，日本語の会話レベル(註6)が

B (基本的な意味を伝えることができるが，いく

つか間違いがある)である留学生の割合が全体の

29.4%で最も多い点が明らかとなった.

北海道大学島経論叢

て着目して分析は，極めて少ないのが現状である

(註2). 

本論文の構成は次の通りである. 2.では，本

論文で使用するデータの収集と分析方法を述べる.

3.では分析結果を示L，最後に4 では結論と

今後の課題を述べることにしたい.
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日本語の告話ルベル2

A + 12 6.896 

A 33 18.696 

B 52 29.496 

C 33 18.696 

D 26 14.796 

E 21 11.996 
合計 177 100.096 813 1凪慨

注1)男女人数と比車の計草は「平成19年度北樺遭大学部
局別外国人留学企費削に基づいて作成した

注2)日本語の会話レベルA+は「母国語とほほ同巴レベ
ルで会話できるJ，Aは「母国語より若干劣る程度で
会話できるJ.Bは「基本的な章晴を伝えることがで
きるが，いくつか間違いがあるJ.Cは「基本的な意
味を伝えることFできるが，たくさん問遣いがあるJ.
Dは[単語を並べる程度町会話ができるJ.Eは「日
本語で町会話ができないJ.

2.分析方法とデ-11

本研究では，北大在籍の留学生889人(註3)

を対象とした7ンケ」ト調査を実施して，留学生

の日本国内における観光動向を解明する.分析対

象者地可じ大留学生のため，北海道内(以下，道内

と略)の観光に焦点を当てた調査内容とした.具

体的な調査内容は，①留学生の訪問先と観光目的，

②留学生の道内観光行動，③留学生の道内観光に

対する満足度と今後の意向などである.

アンクート票作成においては，既存布院(0Jad田

副 C曲 r(1).叫町 (2).F1e1dβ). H皿四d

Sung (6).国血血dJo，酔目白血(7)).北海道庁

が実施した 「平成18年度訪日外国人来道者動態・

満足度調査調査報告書J(北海道庁 (4))など
を参考にした.アンケートの実施期間は.2007年

12月17日-26日である(註4) 回収数は276i量(回

収率:31.0%)であり，回答不備などを除いて分

析に用いた有効回答数は177通(有効回答率・

19.9%)である.

本研究では，北大留学生の分析結果と既存調査

における一般の訪日外国人観光客の分析結呆を比

較して，留学生における観光動向の特徴を見てい

くことにしたい.比較対象の外国人観光客につい

ては，二つの調査結果(JNrO(8).北海道庁(4)) 

を利用する.

叩

岨

国

部

関

岨

回

6

4

在籍コース
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3.分析結果

1 )留学生の属性

表lは，本研究のアンケート調査から得られた

回答者属性を北大全体のものと比較した結呆であ

る(註5).本研究における留学生の個人属性は，

北大全体における留学生の個人属性と類似してい

る点古書確認できる.男性比率は，本研究が'61.6%.

北大全体が四.5%であり，アジア諸国の出身者は，

本研究古喝3.6%.北大全体が'80.3%である.

収入と日本語会話レベルについて北大全体のデ
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2)留学生の助問先と観光目的

以下では，北大に在籍している留学生の過去1

年間における北海道外(日本国内のみで，日本国

外は除く)訪問先，北海道内訪問先，観光目的の

結果を述べる.

図1は，留学生と外国人観光客が，過去1年間

に，訪問したことのある北海道外の観光地を示す.

留学生の約5割 (49.7%)は， I北海道外への観光
経験なし」と回答している.この回答を除いた留

学生の「北海道外での訪問先」上位3位は，関東

(31.6%) ，関西 (24.3%)，東北 (8.5%)である

外国人観光客の「北海道外での訪問先」上位3位

は，関東 (66.3%)，関西 (32.4%)，中部 (21.8%)

であり 1位と 2位の訪問地は留学生と同じであ

る.

Z鴻

図1

闘部

49.7% 

.，. 
""" 

鑓，.

-留学生
ロ外聞人情先客

図2は，留学生と外国人観光客が，北海道内で

訪問したことがある観光地を示す.留学生の約l

割 (11.3%)は「北海道内の観光経験なしjと回

答している この回答を除いた留学生の I北海道

内での訪問先」上位5位は，小樽 (63.8%)，札幌

(46.3%) ，富良野 (42.9%)，洞爺 (34.5%)，旭川

(29.4%)であり，何れも北大が立地する札幌市

から日帰り旅行が可能な観光地となっている.外

国人観光客の「北海道内での訪問先」上位5位は，

札幌 (73.8%)，小樽 (68.8%)，洞爺 (47.5%)， 

登別 (43.7%)，函館 (41.0%)である また「北

海道内での訪問先」上位10位において， 8つの訪

問先(小樽，札幌，富良野，洞爺，旭川，函館，

登別，美瑛)が留学生と外国人観光客と同じであ
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り，北海道内の訪問先について，留学生と外国人

観光客は似ている傾向が見られる.
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国鴻
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一図2 留学生と外国人観光客の遺内で訪問したこ

とのある観光地

出所)外国人観光客のデータは北海道庁 (4)による
2()(困年度のデ]タ

注)カッコ内の数字は外国人観光客の順位

図3は，留学生と外国人観光客の北海道内観光

における目的を示している 留学生の「北海道内

観光の目的j上位5位は，自然観賞 (68.9%)， 

温泉・保養 (38.4%)，花の名所めぐり (33.9%)，

都市見物(28.8%)，名物の飲食(況1%)である(註

7) .農・漁業体験は8.5%とアンケートで設定し

た観光目的の20項目中， 16位と低い順位になって

いる.外国人観光客の「北海道内観先の目的」上

位5位は，自然観賞 (74.7%)，温泉・保養(飢7%)，

都市見物 (41.4%)，名物の飲食 (40.1%)，買い

物 (36.4%)である.I北海道内観光の目的」上
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位5位において，四つの目的(自然観賞，温泉・

保養，都市見物，名物の飲食)が留学生と外国人

観光客と同じであり，北海道内観光の目的につい

て，留学生と外国人観光客は似ている傾向が見ら

れる.外国人観光客の場合，農・漁業体験は全項

目中，最下位 (2.59も)であり，留学生，外国人

観光客ともに，北海道内の観光目的として「農・

漁業体験Iの順位は低い.
。橋 震調地 4漏

進両観覚したととが匝ー~一ーナ
ない，

1 自然観賞(u

邸主泌 叡調路 1αm 

組..:
，~問

阪l.'"

..学生

口外国人観"客

図3 留学生と外国人観光客の道内観光での目的

出所)外国人観光客のデ]タは北海道庁 (4)による

2006年度のデータ.

注1)産業遺産や工場見学などの産業観光
注2)美術館などの文化施設めぐり
注3)乗馬・ラフティングなどのアウトドア体験.
注4)カッコ内の数字は外国人観光客の順位.

3)留学生の観光行動

以下では，北大留学生における北海道内の観光

行動の特徴を明らかにするため，道内観光の平均

費用，道内観光の交通手段，道内観光の宿泊施設

と宿泊数，道内観光の観光情報の入手先について

の結果を述べる.

図4は留学生の道内観光の平均費用(旅行1回

当たり)を，図5は外国人観光客の道内観光の平

均費用(1人あたり)を示している 留学生の場

合，旅行1回あたりの総旅行費用(宿泊費，交通

費などすべて含む)は， 1-3万円との回答割合

が最も高< (42.4%)，次いで1万円未満 (29.4%)，
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 図4 留学生の道内観光の平均費用(旅行1回あ
たり)

。% .，. .，. 邸調副ぽ珂6

3万円未満

3-6:万円

6-9:万円

9-12万円

12-15:万円

15万円以上

24.9% 

田.4%

図5 外国人観光客の道内観光の平均費用 (1人

あたり)

出所)外国人観光客のデータは北海道庁 (4)による
2瓜描年度のデータ

注)外国人観光客の道内観光の平均費用はパッケージ
ツアー料金・日本に来る交通費などを除いた費用
である

3-5万円(13.6%) となっている.外国人観光

客の場合，一人あたりの旅行費用(パッケージ料

金などを除く)は3-6万円 (24.9%) との回答

割合が最も高く，次いで15万円以上 (23.4%)， 

3万円未満 (16.7%)となっている.

表2は留学生と外国人観光客における北海道内

の観光行動(交通手段，宿泊施設と宿泊数，観光

情報の入手先)を示している.

留学生と外国人観光客の道内観光における交通

手段について，留学生の場合，交通手段の利用に

おける上位3位は，鉄道 (59.3%)，路線パス

(37.3%) ，レンタカー (25.4%)であり，公共交

通(鉄道，路線パス)の利用が多い傾向がみられ

る(註8) 外国人観光客における上位3位は，

貸切パス(63;悦，)，鉄道(18J側，)，路線パス (9.5'弛)

である.外国人観光客の方が留学生よりも貸切パ

スの利用率が高いのは，外国人観光客では団体・

1∞ 
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ノ守ック旅行の利用率が高いためと推察される(北 表 2 留学生と外国人観光客における北海道内の

海道庁 [4))• 観光行動

留学生と外国人観光客の遺内観光における宿泊 車内観先行動の項目 留割学生合の 外客国の人割観光合

施設について，留学生の場合，宿泊なし，つまり， 交通手段

日帰り旅行との回答割合が最も高い (45.2%) 鉄道(21" 関 3% 18田弘

利用率上位3位の宿泊施設は，観光旅館(28.8%)，
路線パス(3) 37.3% 9.5% 

レンタカー(5) 25.4% z α調6
都市型ホテル (a.3%)， キャンプ (16.9!吊)である. 貸切パス(，) 19.8% 63続調6

外国人観光客の場合，利用率上位3位の宿泊施設 自家用車 14.7% a 

は，観光旅館 (57.9%)，都市型ホテル (35.7%)，
その他(5) 11.3% 2.3% 

民宿・ペンション (4.2%)である.外回人観光
航空機的 2.3% 2.4% 

道内観光したことがない 11.3% 

客の場合，観光旅館，都市型ホテルに集中してい
宿泊施設

るのは，外国人観光客では団体パック旅行の利 日帰り 45.2% 

用者が多い点に起因するものと推察される.留学 観光旅館1(') 28.8% 57.9!泌

生と外国人観光客の道内観光の平均日数について，
都市型ホテル(2) ぬ3% 35.7% 
キャンプ 16.9% 

留学生の上位3位は 1泊 (33.9%)，日帰り (33.3 親戚・知人宅(5) 15.3% 0.3% 

%)， 2泊 (16.9%)である 外国人観光客の上位 民宿・ペンション(3) 14.7% 4.2% 

3位は， 4泊 (52.9%)，3泊 (22.2%)，6泊(6.0
ユースホステル 10.7% 
その他(，) 3.4% 3.3% 

%)である.以上の結果を踏まえて，留学生は外 置内観党したことがない 11.3% 

困人観光客よりも，宿泊数曲沙ない傾向にある点，
平均日数(比率)

また民滑などの安価な宿泊施設の利用が多い傾向 日帰り 33.3% 

にある点が示された. l泊2日(.) 33.9% 1.5% 

留学生と外国人観光客の道内観光情報の入手先
2泊3日(，) 16.9% 5.7% 
3泊4日(2) 2.3% 22.2% 

について，上位3位の情報源は，留学生がインタ 4泊5目(，) 1.1% 田駅調6

ーネット(臼.3%)，口コミ (39.0%)，テレピ (2且9 5泊6日(6) 。 α~ 2銃訓6

%)であり，外国人観光客がインターネット (40.0
6泊7目(3) 0.6% 6日誌
8-10日(5) 。 α~ 5α)6 

%)，旅才子会社(お1.9%)，テレピ(辺1%)である 11-14日(7) 。四~ 2.5% 

このように，留学生は，外国人観光客よりも，観 15日以上(9) 0.6% 1.2% 

光の情報源として，口コミを利用する割合古鳴く， 置内観克したことがない 11.3% 

旅行会社を利用する割合が低い点が示きれた. 観克情報の入手先

以上の分析結果(留学生は，外国人観光客より
インターネット(，) 臼 3% 40日誌
口コミ(6) 39α~ 15α)6 

も，公共交通の利用が多く，宿泊数が少なく，安 テレピ(3) 29.9% 32.1% 

価な宿泊施設の利用が多く，旅行会社を利用する 雑書割引 29.4% 31.3% 

割合が低い点)から，留学生の観光行動における
旅行会社(2) 22.6% 38.9!泌

その他(7) 19.2% 6.8% 
特徴は， r観光費用をできるだけ節約L，安価な 新聞(5) 7.3% 19.8% 

ものにしようとする」点であることが示唆される ラジオ(.) 1.1% 4.0% 

このような留学生における観光行動の特徴は，留 出所)外国人観光客のデータは北海道日庁 (4)による2置渇年

学生の収入が相対的に低い(表 1)点にも起因す
度のデ】タ.

注1)カッコ内の数字は外国人観光客の順位!
るものと推察される. 注2)ーは調査項目に含まれてないことを示す.

4)留学生の道内観光に対する満足度と今後の 図6は，留学生および外国人観光客の道内観先

意向 全体に対する満足度を比較したものである.道内

以下では，北大留学生の北海道内観光に対する 観光全体の満足度(満足と答えた割合)は，留学

満足度と今後の意向を示す. 生古吃1.0%，外国人観光客が'53.4%であり，留学生
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の方が外国人観光客よりも，道内観光全体に対す

る満足度が大幅に低いという傾向が見られる.

外国人
観光客

留学生

師 筑踊 "'" "'" 鉛.. 1()(踊

.満足 自やや満足囲普遍 圏やや不満.不満

図6 道内観光全体の満足度

出所)外国人観光客のデータは北海道庁 [4)に
よる2∞6年度のデ」タ.

図7は，今後，道内で訪問したい観光地を示す.

今後，訪問したい北海道内観光地について，留学

生の上位5位は，函館 (55.4%)，知床 (42.4%)， 

富良野 (31.1%)，旭川 (27.1%)とニセコ包7.1%)

であり，回答率古宮20%を上回る観光地は， 15箇所

である.訪問したことがある観光地(図2)の結

"'" .揃 政測地 創漏 出揃

園7 留学生と外国人観光客の道内で訪問したい
観光地

出所)外国人観光客のデータは北海道庁 [4)に
よる2α描年度のデータ.

注)カッコ内の数字は外国人観光客の順位.

果と比べると，今後，留学生が訪問したい観光地

の上位中に，札幌から遠距離で日帰りが困難な観

光地がより多く含まれる傾向が見られる.一方，

外国人観光客の上位5位は，富良野 (21.0%)， 

画館 (17.9'弛)，札幌 (15.6%)，十勝川温泉 (13.鍬)

と小樽(13.0%)であり，回答率が'20%を上回る

観光地は 1箇所(富良野)のみである.同じ観

光地について，留学生と外国人の回答割合を比較

すると，留学生の方が，外国人観光客よりも高い

傾向も見られる.

図8は，留学生と外国人観光客の道内観先で，

今後してみたいことを示す.留学生の上位5位は

自然観賞 (84.2%)，温泉・保養 (58.2%)，名物

の飲食 (45.8%)，都市見物 (40.1%)と花の名所

めぐり (39.5%)であり，回答率が40%を超える

項目は4項目である.過去1年間の観光旅行目的

(図3)と同じ項目どうしで比較してみると， r今
後してみたいjの方が「過去1年間の観光旅行目

的」よりも回答率が高い傾向が見られる また，

今後，農・漁業体験をしてみたいという留学生の

回答割合は21.5%であった外国人観光客の場合

時 笈消 .，. 劇務 叙"' ，.加

3 

5 

7 

8 

D

1

2

3

4

 

1

1

1

1

1

 

-留学生

ロ外闘人犠克客

図s留学生と外国人観光客の道内観光で今後し
てみたいこと

出所)外国人観光客のデータは北海道庁 (4)による
20C陥年度のデータ

注1)産業遺産や工場見学などの産業観光
注2)美術館などの文化施設めぐり.
注3)乗馬・ラフテイングなどのアウトドア体験.
注4)カッコ内の数字は外固人観光客の順位
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についてみると，上位5位は，冬のイベント (35.3

%)，温泉・保養 (35.1%)，自然観賞 (34.1%)， 

スキー スノーボード (31.1%)と買い物 (26.5%) 

であり，回答率が40%を超える項目はない.図3

に示した外国人観光客の観光旅行目的と同じ項目

どうしで比較してみると， I今後してみたい」の

方が回答率が低い傾向が見られる.また，今後，

農・漁業体験をしてみたいという外国人観光客の

回答申j合は10.4%であった.

図7および図8の結果から，今後も道内観光し

たいという意向は，留学生の方が外国人観先客よ

りも強いという傾向がみられる.

4.結鴎

本論文では，北海道大学在学中の留学生を対象

者としたアンケート調査分析を通じ，留学生の日

本国内における観光動向を明らかにした.主な分

析結果は，以下の通りである.

①留学生の道内訪問先およぴ道内観光目的は，

外国人観光客と似ている傾向が見られた.また，

「自然観賞」は観光目的の項目の中でもっとも順

位が高かった.

②留学生は，外国人観光客よりも，公共交通の

利用が多く，宿泊数が少なく，安価な宿泊施設の

利用が多く，旅行会社を利用する割合が低いとい

う傾向が見られた.

③留学生は，外国人観光客よりも，道内観光全

体に対する満足度が大幅に低いという傾向が見ら

れた.また，今後も道内観光したいという意向は，

留学生の方が外国人観光客よりも強いという傾向

がみられた.

最後に，今後における研究の発展方向について

述べたい本研究は，留学生の日本圏内における

観光動向に関する基礎デ」タの収集に焦点があて

られ，分析内容が単純集計レベルに留まっている

そのため，本論文で得られた上記①から③の分析

結果と国内外の既存研究における分析結果との比

較なども踏まえ，観光政策の立案などでも活用で

きる本格的な基礎的知見を得るためのより詳細な

データ解析(留学生の属性別分析など)は，稿を

改めて試みたい.
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(付記) 本論文における草稿内容の一部を日本計画

行政学会北海道支部平成20年度研究会(平成20年

11月21日制.札幌市男女共同参画センター)で報

告した際には，討論者の松木靖先生(北海道武蔵

女子大学)から貴重なコメントを頂き，草稿内容

を改善することができた.また，アンゲート調査

の実施にあたっては，出村克彦先生はじめ，北海

道大学の多くの教職員，留学生の方々にこ唱力を

頂いた これらの方々に，深〈感謝の意を表した
，、

註

(註1) JNTO (8)や北海道庁 (4)は，観光を終え
て日本から出国する外国人に対L.，出国する日本園

内の空港などで，アンケート調査を実施している.

(註2) 園内観光の動向を分析したものではないが，

留学生を対象とした既存研究として，広島大学の留

学生の意識調査に基づき，東広島市の景観評価に影

響を及ぼす要因などを分析したものがある(金ほか

(9)) . 

(註3) 北大に在籍している留学生の人数は「平成19

年度北海道大学部局別外国人留学生数」に基づいて

作成した北大の留学生は2∞7年10月時点で，全学
部骨計で889人である.

(註4) アンケートの配布について，農学部の場合は

農学部留学生担当の教員から2007年12月まで農学部

に在籍していた留学生名簿に基づき，本人あてに農

学部内の郵便ポストへ直接，所属する研究室に配布

した.工学部町場合は工学部の教務係から2∞7年10
月版の留学生名簿に基づき，留学生あてに各研究室

町教員を経由して配布した農学部，工学部を除き，

その他の学部の場合は各学部の教務係を通じて，留

学生にアンケート票を配布した.アンケートの回収

について，学内便経由で(全学部共通).アンケー

ト実施者の手元に回収した

(註5) 北大に在籍している留学生の情報は，北海道

大学 rAbrief ske凶1of Hokkaido U国V町sity2007-

2ω8Jに基づいて作成した.留学生に関する詳しい
情報は，調査当時の最新データである2007年5月時

点のものである.

(註6)日本語の会話レベルについて.A+は「母国語

とほぼ同じレベルで会話できるJ，Aは「母国語よ
り若干劣る程度で会話できるJ.Bは「基本的な意

味を伝えることができるが，いくつか間違いがあ

るJ.Cは「基本的な意味を伝えることができるが，
たくさん間違いがあるJ，Dは「単語を並べる程度
の会話ができるJ.Eは「日本語での会話かできない」
ことを示す.
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(註7) lIi副血dS岨11(6)や阻血血dJo酔四血血1(7) 

では，米国曜住の留学生を対象とした調査において，

自然に関する項目は都市見物よりも全般的に順位が

低かったことを見いだしているが，本研究による留

学生の観光目的の結呆は，これらの調査結果とは対

照的である.

(註.8) lIi聞阻dS岨 11(6)や阻皿岨dJoga団組阻1(7) 

では，自動車の利用が最も多く，飛行機がそれに次

く・一方で，パスや列車の利用は少ないという結果が

得られている.
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